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序   

上毛三山の一峰、赤城山の南西既に位置する富士見村は、米作や野菜作り、あるいは   

畜産などの農業を中心とする、自然環境に恵まれた村です。しかし、村の様相は、近年   

の社会・経済情勢の変化により、大きく変貌しつつ有ります。  

このたび、群馬県畜産試験場内にある群馬県家畜衛生研究所が改築されることになり、   

群馬県教育委員会の指導のもとに、富士見村教育委員会の中に群馬県畜産試験場遺跡調   

査会が組織され、改築予定地内に存在する埋蔵文化財を記録保存するということで発掘   

調査を実施いたしました。  

調査の結果、縄文時代の陥し穴や平安時代の住居跡が検出され、この地域の歴史の一   

端を明らかにすることができました。  

最後に、発掘調査及び報告書刊行にあたりご指導ご協力いただきました関係諸機関、   

発掘・整理作業に携わっていただいた多くの方々にお礼申し上げます。  

平成8年1月  

群馬県畜産試験場遺跡調査会   

会 長 鈴 木 清 茂   



例  E】  

1．本書は、群馬県富士見村大字小暮字東新地2425－4に所在する小暮東新地遺跡の発掘調査報告書である。  

2．調査は、家畜衛生研究所建設工事に伴う事前調査として実施した。  

3．調査は、群馬県畜産試験場遺跡調査会の委託を受け、群馬県教育委員会の指導のもとに山武考古学研究   

所が実施した。調査期間・面積・調査担当は下記の通りである。   

期 間 平成6年6月13日～平成6年7月29日  面 積  5．000m2  調査担当  長谷川一郎  

4．資料整理は、長井正欣、小川悦子、岡田うめ、千田幸生、木村春代、田中文彩、五十嵐信子、金子浩美、   

植竹真由美、川村みき子の協力を得て長谷川一郎が担当し、所長平岡和夫が総括した。  

5．本書の編集は長谷川一郎が行った。執筆分担は下記の通りである。   

Ⅰ………………‥・… 飯島義雄（群馬県教育委員会文化財保護課）  

Ⅱ～V・Ⅶ………… 長谷川一郎（山武考古学研究所）  

Ⅵ‥‥…‥…・・…＝…‥ 株式会社古環境研究所  

6．調査にかかわる図面・写真等の記録資料および出土遺物は富士見村教育委員会で保管している。  

7．発掘調査において、測量は開成測量株式会社、航空写真撮影は有限会社青高館、自然科学分析は株式会   

社古環境研究所にそれぞれ委託した。  

8．発掘調査協力者は以下の通りである。   

大河原初枝 黒沢とき 斉藤吉江 嶋岡清作 神宮政江 高橋トク子 田中米一 田村きみ  

田村さよ子 田村よし 渡辺武江 吉田新一郎 吉田芳江 土屋ケサミ 勅使河原酉道 長岡裕治  

中野つる 中野利一 山田隆 吉田とみ子  

9．発掘調査から報告書刊行に至るまで下記の諸氏・諸機関に御協力・御指導を賜った。記して感謝の意を   

表す次第である。（敬称略）   

篠原正・群馬県畜産試験場・株式会社東日本重機  

例  凡   

1．第1図は建設省国土地理院発行の50，000分の1地形図『前橋』、第2図は富士見村役場発行20，000分の1   

富士見村全図、第3図は富士見村都市計画課発行の2．500分の1原形図を使用した。  

2．本報告書に掲載した遺構・遺物実測図の縮小率および挿図中に使用したスクリーントーンはF記の通り   

である。 遺跡全体図 1／400  遺構  土坑・住居 1／60  カマド 1／40  

遺物  土器・石器 1／3  一部の土器 1／2  

・胎土中に植物繊維   

を含む土器  

・・・ ・焼土  ・地山  

3．遺構番号は、現地調査の時点で付したものをそのまま用いた。土坑の中には欠番が生じている。詳細は   

縄文時代土坑一覧表を参照されたい。   
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Ⅰ 調査に至る経緯と組織  

1．発掘調査に至る経緯   

群馬県教育委員会文化財保護課では、群馬県関係機関が実施する開発事業について、平素より各課・各機  

関へ文書・パンフレットを送付したり定期的に打ち合わせを行い、また土地利用調整などの合議を通じてそ  

の把握に務め、必要な対応をしようとしている。   

平成4年10月8日、群馬県農政部畜産課より県教育委員会文化財保護課に対し、家畜衛生研究所建設用地  

内の埋蔵文化財の有無に関して照会があり、当該地は周知の遺跡ではないが、近隣の遺跡の分布から埋蔵文  

化財包蔵地の可能性が想定されたため、・現地確認の必要があると回答した。   

平成5年7月、県教育委員会文化財保護課と富士見村教育委員会とで現地調査を行った結果、縄文土器片  

と石器が採集され、埋蔵文化財包蔵地である可能性が強まった。   

同年8月13日、現地調査の結果を踏まえ、県教育委員会文化財保護課、富士見村教育委員会、県農政部畜  

産課、県畜産試験場が協議し、9月に試験調査を行うことで合意した。   

同年9月27日～30日、県教育委員会文化財保護課により試掘調査を行った結果、縄文時代の陥し穴を主と  

する19基の土坑を検出したことから、工事に際しては本調査が必要であるとした。   

その後、遺跡の取り扱いについて、県教育委員会文化財保護課、富士見村教育委員会、県農政部畜産課、  

県畜産試験場との間で協議したが、事業変更は困難であるとの判断にいたり、本調査を実施することとなっ  

た。   

本調査については、富士見村数育委員会に事務局を置く調査会を組織し、実施することとなった。   

なお、出土資料および関連記録については、富士見村教育委員会で保管・活用する予定である。  

2．調査の組織  

群 馬 県 畜 産 試 験 場 遺 跡 調 査 会  

会  長  

副会長  

理  事  

富士見村教育委員会教育長  

富士見村教育委員会社会教育課長  

群馬県農政部畜産課  

群馬県教育委員会文化財保護課課長  

富士見村教育委員会社会教育課課長補佐  

鈴 木 晴 茂  

品 川 良 治  

新 島 鉄 心  

荒 畑 大 治  

樽 沢 幹 男  

幹 事 群馬県政育委員会文化財保護課主幹兼専門委員  飯 島 義 雄（平成6年度）  

群馬県教育委員会文化財保護課指導主事  

富士見村教育委員会学校教育課長  

富士見村教育委員会社会教育課主任  

富士見村数育委員会社会教育課主事補  

高 井 佳 弘（平成7年度）  

青 木 鶴 男  

羽 鳥 正 彦  

大 友 俊 美   

事務局長  

事務局貝  

－1－  
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l：50，000  

第1図 遺跡の位置と周辺の遺跡  

1．小暮東新地遺跡 2．岡城跡（中世） 3．見限遺跡（縄文、奈良・平安、中・近世） 4．下小原目遺跡  

（縄文） 5．金井窪遺跡（散布地） 6．窪谷戸遺跡（縄文、古墳、奈良・平安、中・近世） 7．漆窪遺跡  

（中世城館跡）8・福原遺跡（縄文、古墳）9－・赤城遺跡（縄文、古墳）10・新井遺跡（縄文、古墳）11・  

切蓋遺跡（縄文、古墳）12．見反田遺跡（古墳）13．初室古墳14．森山古墳15．高橋遺跡（縄文、古   

墳）16．久保田遺跡（縄文、古墳、平安、中・近世）17．白川遺跡（縄文、古墳、奈良・平安）18．十二   

遺跡（縄文）19．鉄砲林遺跡（古墳） 20．八幡古墳 21．道上古墳 22．横室古墳 23．田中遺跡（縄文）  

」24．寄居遺跡（縄文、中・近世） 25．由森遺跡（縄文、平安） 26．鎧塚遺跡（古墳） 27．鎧塚古墳  

第2図 遺跡の位置と周辺の地形  

ー 2－   



Ⅰ 遺跡の位置と環境（第1～3図）   

本遺跡の所在する富士見村は赤城山南西部に位置し、村内の標高は前橋市と接する南端約140mから赤城  

山山頂1828mの範囲にある。赤城山は標高約450m付近に傾斜変換点があり、村内は北東部の山岳地と南西  

部の裾野部分に大別される。さらに裾野部分は、赤城白川を軸とする比較的平坦な火山性扇状地形と開析谷  

の発達した丘陵性台地地形に分けられる。本遺跡は、この扇状地形の東側、富士見村役場から東北東約3km  

の群馬県畜産試験場敷地内に立地する。遺跡地の標高は365m～369mで、緩やかに南側に下っている。遺跡  

の西方約0．5kmには赤城白川が南西へと流れ、同じく東方約0．5kmには藤沢川が商流している。   

周辺の遺跡を概観すると、前橋市と接する標高150m前後の地域から傾斜変換点までの地域に遺跡の分布  

が多い状況が窺える。特に、縄文時代の遺跡は、北橘村から続く丘陵性台地に濃密な分布が見られる。   

旧石器時代の遺跡は、瀧の口遺跡が知られる程度であるが、詳細は不明である。縄文時代では、富士見村  

誌に63遺跡が記載されており、早期から後期にかけての遺跡が知られている。特に、前期及び中期の遺跡が  

多い状態にあり、赤城山南麓の一般的な傾向と同様である。しかしながら、本遺跡周辺には当該期の集落遺  

跡は少なく、前述したように本遺跡南西の丘陵性台地に見限（3）・窪谷戸（6）・久保田（16）・白川  

（17）・寄居（24）・由森（25）などの遺跡があり、久保田遺跡では前期初頭・由森遺跡では前期中菓・白  

川遺跡では前期後半の住居跡が検出されている。   

弥生時代の遺跡は少ないが、横室宇田中田の田中田遺跡からは昭和58年度の調査で中・後期の遺物が出土  

しており、佃に遺跡の存在する可能性が指摘されている。   

古墳時代、奈良・平安時代では第1図に示したような遺跡があり、縄文時代の遺跡と同様標高150m～450  

mの範囲に分布がみられる。  

〈参考文献〉  

群馬県遺跡台帳 Ⅰ（束毛編）  

羽鳥政彦 富士見地区遺跡群 白川・由森・久保田遺跡  群馬県勢多郡富士見村数育委員会  

3
 
 
9
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8
 
 

9
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第3図 小暮東新地遺跡位置図（1：2，500）  
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Ⅲ 調査の方法と経過  

1．調査の方法  

発掘調査   

群馬県教育委員会による発掘調査の結果に基づき、家畜衛生研究所の建築物および駐車場建設予定地に対  

して調査を実施した。遺構は、土層の堆積状況の観察を行ないながら掘り下げ、陥し穴はおもに短軸方向に  

半裁し記録後に完掘した。   

調査区内の基準杭は、公共座標をもとに10m四方のグリッドを設定し、敷地全域をカバーした。グリッド  

は北西角を基準に東西ラインを算用数字、南北ラインにアルファベットをあてて表記した。   

遺構の実測図の作成は、1／20を基本として行ない、3台のカメラを使用し白黒35m、カラースライド35  

Ⅷh 白黒6×7cmの各フイルムに記録した。  

整理作業   

遺物・図面・写真を整理した上で遺物台帳・図面台帳・写真台帳を作成した。   

すべての遺物について水洗いを行ない、注記不可能な小片を除き注記を行なった。注記に際しては次の略  

称を用いた。 KGHA………小暮東新地遺跡  住・・……・ 住居跡  土…‥・… 土坑  T…‥・・・・ トレンチ  

2．調査の経過  

調査は6月13日に開始し7月29日に終了した。その後埋め戻しを含めて8月7日に終了した。   

8月期  

1日 重機による調査区全域の埋め戻しを開始する。  

7日 重機による埋め戻しを終了する。  

6月期  

8日 現地確認。調査範囲の設定。畜産試験場当局より東  

武バス回転路移設が必要である旨、説明を受ける。  

13日 発掘調査開始。重機による表土排土を開始する。  

23日 遺構確認精査を開始、陥し穴状土坑が確認される。  

24日 遺構の掘り下げを開始する。重機による東武バス  

回転路予定地への採石運搬及び整地を行う。  

28日 グリッド杭、ベンチマークの設置。  

29日 遺構調査を継続する。調査区内垣根の植え替えを  

重機を使用し実施する。重機による表土排土を継  

続する。  

7月期  

12日 遺構調査を継続する。平安時代の住居跡を確認する。  

14日 重機による表土排土を終了する。遺構調査を継続。  

18日 遺構の掘り下げを終了し、全体の清掃を行なう。  

19日 ヘリコブタ一による空撮を実施する。  

20日 旧石器時代の試掘トレンチの掘り下げを開始する。  

29日 すべての遺構調査を終了する。  

第4図 トレンチ（旧石器試掘坑）設定図   
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Ⅳ 土  層（第5図図版2）   

土層は調査区全域でほぼ同様の堆積をしているが、沢状に落ち込む部分ではローム層上で黒褐色土や淡色  

黒ボク土の堆積が認められた。平安時代の住居跡はⅢ層で確認され、縄文時代の陥し穴状土坑はV層のロー  

ム漸移層中で確認された。またⅦ層の浅間一白糸軽石（SP）層群下において黒曜石の細片が検出されたが、  

わずか数ミリの大きさでありながら自然面を残しており、ローム層中に天然に含まれるものと思われる。  

Ⅰ層 暗褐色土 表土  

Ⅱ層 黒褐色土 白色軽石（㊥2～10nm）  

を少量、黄色軽石（㊥2～10m）  

を含む。締まりややある。  

Ⅲ層 黒褐色土 白色軽石沌2～20mm）  

を含み、黄色軽石（心2～20m）  

をやや多く含む。締まりややある。  

Ⅳ層 暗褐色土（淡色黒ボク土）締まり  

よい。  

Ⅴ層 褐色土（ローム漸移層）  

Ⅵ層 黄褐色土（ローム層・浅間一棟鼻  

黄色軽石を少量含む）  

Ⅶ層 浅間一白糸軽石（SP）層群  

Ⅷ層 黄褐色土  

Ⅸ層 浅間一板鼻褐色軽石群（BP）  

Ⅹ層 明褐色土（BP灰層）  

Ⅲ層 明褐色土  

ⅩⅠ層 黄灰色土（礫を多量に含む）  

＊Ⅱ・Ⅲ層はいわゆる黒ボク土でこの層  

中に含まれる軽石は白色軽石が榛名山ニ  

ッ岳FA・F Pに由来するものと思わ  

れ、黄色軽石が浅間C軽石と考えられる。   

急斜面部には他にⅡ層とⅢ層の間に、  

FA・FP及び浅間C軽石を多く含む層  

（黒褐色土）が部分的に、またⅣ層とV  

層の間に黒色土（黒ボク土）が確認され  

ている。   

H＝365．50rn  

H＝365．00m  

H＝366．00m  

第5国 土層（上・南西谷部一下・東壁）  
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31土  

第6図 遺跡全測図  
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Ⅴ 検出された遺構と遣物   

試掘調査の結果に基づき、表土を全面排土し遺構の検出を行った結果、試掘調査では検出されなかった平  

安時代の遺構が検出された為、一部2面調査となった。調査の結果検出された遺構は縄文時代では土坑24基、  

平安時代では竪穴住居跡2軒、他に古墳時代以降と思われる土坑3基が検出された。遺物は縄文時代では早  

期初頭の井草式と見られる土器片から早期末葉と考えられる絡条体圧痕文が施された土器片、石器類が少量  

土坑内覆土と遺構外から、平安時代では竪穴住居跡内から杯、土釜、羽釜等の土器片が少量検出されている。   

なお、遺構調査終了後試掘トレンチを利用して約10％の旧石器時代の試掘を行った結果、浅間SP層直下  

（Ⅷ層）で黒曜石細片（1m川～5mm）が検出された。しかし広範囲に亙り低い密度で均一に出土しているこ  

とや、明確な加工の痕跡がみられず、細片ながらも自然面が認められることから、遺物としては捉えがたく、  

浅間テフラ中に天然に混入する可能性が高いと考えられる。試掘は最終的に浅間BP層直下の（Ⅶ層）まで  

試みたが、明確な遺物は検出されなかった。  

1．縄文時代   

（1）土坑 （第7～12図 図版2～5 表1）   

縄文時代の土坑は、覆土や形態から3種類に分類できる。   

A類．覆土は暗褐色・黒褐色土（Ⅳ層の淡色黒ボク土に似る）を基調とし、おおむね自然堆積を示す。プ  

ランは楕円形もしくは長楕円形を呈し、底部からほぼ垂直に立ち上がり、掘り込みは深いものが多  

い。いわゆる陥し穴と呼ばれるもの。2・5・6・7・8・9・10・11・15・16・18・20・21・  

28・29号土坑の15基がこれにあたる。   

B類．暗黄褐色土を基調とした覆土で、プランは円形や長楕円形のもの。13・23・24・25号土坑の4基が  

これにあたる。   

C類．A類の土坑と似る覆土で断面形がU字状や袋状を呈し、貯蔵穴状土坑と呼ばれるもの。1・3・  

4・14・19・26・32号土坑の7基がこれにあたる。   

A類の土坑は調査区のほぼ中央を中心として西と東を沢によって浸食され傾斜する、馬の背状地形の東側  

に多く検出されている。長軸が2mを超すものが多く、おおむね長軸方向が等高線に平行するよう掘り込ま  

れている。ほとんどの土坑で底面に2基の小ピットが確認されている。15号土坑では断面観察のため、地山  

ごとスライスして掘り抜いて調査を行い、小ピットの部分から杭状の痕跡が確認された。遺物は縄文土器の  

細片が数基から出土しているのみで、明確な構築時期は特定できない。これらは形態や覆土の状況  

が似ていることから、一時期の構築とみられる。配置状況はおおむね2基が近接して構築されている。   

B類の土坑は時期不明であるが、覆土がV層のローム漸移層に似ていること、グリッド出土遺物に撚糸文  

土器（Ⅵ層のローム層直上出土の土器もある）が検出されていることから、陥し穴状土坑が構築された時期  

からさらにさかのぼる時期とも考えられ、これらの遺物との関連も興味深い。   

C類の土坑は遺物の出土はなく時期は不明であるが、覆土の状況からA類の陥し穴状土坑との関連が考え  

られる。  
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表1 土坑一覧表  

平面形状   長軸×短軸（cm）   長軸×短軸（cm）   （cm）   
主軸方向  タイプ   備  考  

円  形  110×100  90×90   N－880－E   C  

田  H－9・10  隅丸長方形  168×107  130×63   団  不明  不明  N－720－E  A  人為堆積？   

円  形  122×112  102×95   N－70∩－W  C  断面袋状を呈する（崩落）   

Ⅰ一8   円  形  100×95  85×84   N－720－E   C  

Ⅰ－8   隅丸長方形  257×142  203×72   団  田  田  N－7lO－E  A  

H－8   隅丸長方形  207×141  150×52  100  団  団  N－200－E  A  

G－9   隅丸長方形  185×130  140×70  106  田  田  N－63ローE  A  

E－8   隅丸長方形  125×66  84×47   80  N－140－W  A  ピットなし   

田  E－6・7  隅丸長方形  155×84  125×60   四  田  四  N－520－E  A  

10  H－7   隅丸長方形  215×80  180×55  100  田  24  N－770－E  A  他に不明小ピット3基   

田  Ⅰ・J－7  隅丸長方形  283×157  242×95   田  田  N－560－E  A  

G－7   楕 円 形  160×100  94×53   N－300－W  B  

G－6   円  形  110×100  117×108   N－600－E  C  断面袋状を呈する   

A  底面のピットから杭状の痕跡   

Ⅰ－5   隅丸長方形  274×148  232×79  田  田  四  N－400－E  A  

風倒木痕 欠番   

18  E－8   隅丸長方形  258×156  215×89  124  田  田  N－4lO－E  A  他に不明小ピット2基   

F－8   円  形  174×168  100×83   四  田  口  N－430－E   C  断面逆台形を呈する   

田  H－4・5  隅丸長方形  265×135  190×64   85  48  団  N－450－E  A  

G－5   隅丸長方形  260×152  180×75   N－720－E  A  

風倒木痕 欠番   

Ⅰ－4   楕 円 形  251×178  166×51   N－550－W  B  

H－3   長 円 形  400×120  294×32   B   

G－4   不 整 形  162×100  113×45   B  断面皿状を呈する   

E－5   円  形  69× 60  35×32   N－400－E  C？  小形で断面形U字状   

田  D－6・7  楕円形 か  ー × 80  一 ×55   N－620－W  歴史時代土坑   

田  E－2・3  隅九長方形  230×130  180〉く60  四  

226×87   田   

D－7   楕 円 形  102× 90  90×72   N－340－E  歴史時代土坑   

D－7   楕 円 形  108× 90  87×68   N－150－E  歴史時代土坑   

C－2   楕 円 形  154×114  91×84   N－190－E   C  確認面付近一部崩落   
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旦磨④旦   

A′ B L＝365．80m  

B L＝364．90m  B′  

叫
 
 

E
O
の
．
寸
荒
＝
J
 
亘
 
 

A L＝365．80m  B′  

2号土：坑  

l，暗褐色二L 共褐色軽石（〆2－3mm）を含み．ローム粒子及びロームプロ′ク（〆2－3日爪）を  

少量含む。  
ぎ．黒褐色土 黄褐色軽石（メ2－3mm）を含み、ローム組子及びロム7‘ロ′タ（メZ－3mm）を  

少量含む。  
ヨ，暗褐色上 乗褐色軽石（〆Z－5mm〉をやや多く含み、ローム杜子及びロムプロソク（〆2  

～3mm）を含む。  

l．褐色土 黄褐色軽石（メ2h5mトローム粒子及びロムプロソク（〆2～3mm）をやや多  

く含む。  
5．潔褐色」二 揖褐色軽石（≠2－5…トロム粒子及びローム7ロソク（メ2～5mm）を多く含  

む。  
¢．禦褐色土 黄褐色軽石（〆2－3mm）を含み、ローム桂子及びローム7▼ロソク（〆2－3Mm）を  

少見合む。  
F．褐色⊥ 談褐色軽石（〆2－5日m）を多く含み、ローム粒了・及びロム7‘ロソク（メ2－3mm）  

をやや多く含む。  

1．暗褐色⊥ 黄色軽石（〆2－3m皿）を含む。しまり良い。  

2．禦巨陶色］二 炎色軽石（メ2ん5mm）を含む。しまり良い。  

3．暗褐色土 黄色軽石（メZ－5mm）をやや多く合力㌧【コーム7‾ロリタ（メ2－】0皿皿）  

及び粒子を含む。しまり良い。  

l，暗黄褐色土 黄色軽石（≠2－5m皿）を多く含み、ロムフロンク（タ2－10m右及び  

粒子を多く含む。しまり良く、硬い。  
ム．黄褐色卜 炎色軽石（メ2－5mm）及びロムプロノク（メ2－10mm）及び粒子か  

ら成り、禦褐色土をまばらに混入する。  

＼p   ④  
l〔  

④  

旦
 
 

A
 
L
＝
∽
宗
．
〇
〇
∃
 
 

◎ く司  

」q   

A L＝365．20m  

B L＝366．00m  

7号土坑   

暗褐色L二 茄色軽ホ（≠2－3mm）を少慮含む。ロム粒子含む。  

黒褐色土 炎色軽石（〆2－5mトロ【ムプロ′ク（≠2～3皿m）を少量含む。ローム粒子を含む。  

暗褐色l二 黄色軽石（〆2－3mトローム粒7・を含む。ロームプロソク（メ2－3mm）を少地合む。  

褐色土 炎色軽石（タ2－3mトを多く含む。ローム担了・ロム7▼ロンク（〆2－tOmm）を含む。  
炎褐也⊥ 鈍色軽オ丁（タ2～5mmトロムプロンク（タ2－10皿m）を多く含む。ロム粒子を含む。  

B L＝365．20m  

【．武邑 卜 他山・ロムのくずれ。  

5号土坑   

l・暗褐色土 ローム粒子をまばらにやや多く含む。尉ヒ材（メ2一加m）を少揖含む。しま・）良い。  

ア・黒褐色二1二 j札色較イ（メ2－3mm卜炭イヒ材（≠2－3mm）を少地合む。しまり良い。  

l．倶褐色卜 2層よりやや明るい。ほぼ同質。  

ヰ・暗褐色⊥二 炎色軽Ii（〆2－5MM）・ローム7‾ロ7ク（メ2－5mM〉をやや多く含む。しまり良く、硬し、．  

l1  2m   

第7図 土  坑（1）  
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A L＝367．70m lq  
A L＝366．90m  

C
 
L
＝
∽
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．
3
m
 
 

B L＝366．90m  

l．暗褐色⊥二 ローム7一口ソク（≠2－20mm）を含む。  

！．黒褐色土 ロームプロソク（〆2～20mm）を少量含む。  

J．暗褐色土 質色軽石（メ2－3mm）及びロームブローソク（メ2－20m皿）を少量含む。  

l．褐色土 市色軽石（≠2－5mm）及びロームプロ′ク（タ2－5mm）を多く含む。  

匝  
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L＝367．80m 1 5  B L＝366．10m   

21号土坑  

J．暗褐色土 萩色軽石（′2～3¶m）を少∴含む。  

き．黒褐色土 井也軽石（メ2－3m）及びローム粒子を含む。  

ゴ．暗褐色⊥二 炎色軽石（≠2～5m）を多く含み、ローム粒子を含む。  
l．暗褐色土 荊色軽石（≠2－5m）を多く含み、ロム輯了・・ロームプロソク（〆2～10日m）  

をやや多く含む。  
5．禍也上 席色軽石（タ2－5日m）及びローム粒子・ロムプロソク（メ2－】Omm）をやや多  

く含む。  

0  2m  
い l  

18号土坑  

坑（3）   第9図 土  
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】p ㊨  

旦  

B L＝366．70m  B′  

B L＝369．30m  

13号土坑  

1．暗褐色土 炎色軽石（メ2－3mm）を含む。  

2・暗褐色⊥ 黄色轄虻（メ2～3mm）を少量含む。  

l声  

28号土坑  
A
 
L
＝
岩
㍗
几
岩
m
 
 

l．暗褐色土 黄色軽石（〆2－3mm）を少呈含む。しまり良い。  
之．潔巨褐色土 炎色軽石（メ2－3mm）を少見合む。しまり月い。  

ユ．黒褐色土 武色軽石（〆2山3mm）及びローム粒子を含む。しまり良い。  
・l．暗褐色土 炎色軽石（〆2－3m爪）・ロ【ム7’ロンク（〆2～3mトローム使丁をやや多く  

含む。しまり良い。  
5．時貞褐色土 黄色軽石（タ2－3mm）を含み、ロームフ’□ソク（≠2－】Omm）及びロム粒子          を多く含む 

。しまり良い。  
6．暗褐色⊥ 策色軽石（〆2－3mn）・ロームフ‾ロンク（≠2－3mmトローム粒子をやや多く  

含む。しまり良い。  

匝  

＿一一′‾‾‾‾‾‾‾－→－－、＼  

B L＝367．40m  

－＿  －、、  

23号土坑   

l．畔祐也上 武色軽石（〆2－5mm）及びロームフロソク（タ2－5mm）を含む。  

ヒ．暗褐色l二 蹟也軽石（メ2～3mm）及びロム7ロ7ク（メ2－5mn）をやや多く含む。  
コ．褐色」二 黄色軽石（〆2－3日m）を含む。ロムに似たl二質。  

B L＝369．10m  

2
0
の
．
∞
り
M
＝
J
 
 
 

『
旦
 
 

B L＝369，00m  

29号土坑  

】．暗褐色l二 炎色軽石（〆2－3mm）を少量含む。  
2．黒褐色上 策色軽石（≠2～3mm）を含み、ロームプロ′ク（〆Z－」仇皿）を少臆含む。  

3．暗褐色土 黄色軽石（≠2h3爪m）・ロムブロソク（〆2－】Omm）及びローム粒子をやや多  
く含む。  

d．褐色土 黄色軽石（メ2－3mm）を多く含み、ローム7ロソク（〆2－1仙川）及びロム杓  
子をややタく含む。  

5．黒褐色土 黄色軽石（少2－3Mm〉をやや多く含み、ロムフロソク（≠2九10Mm）及びロー  
ム拉r・せ含む。l座し－。  

6，褐色二l二 炎色蛭ホ（≠2”3mm）を多〈含み、ロムフ■ロソク（≠2－1伽m）及びローム封  

i◆・をやや多く含む。硬い。  

24号土坑  

l．異褐色土 井也軽石（メ2－3mm）を含み、ローム7▼ロソク（メ2－5mm）を少血合む。硬い。  

F．畔褐色」二 朗色軽石（≠2～3日m）をやや多く含み、ローム7‘ロソク（≠2～5mm）を少塵含  

む。嘆い。  
ユ．褐色土 黄色軽骨（〆2－3mm）をやや多く含み、ロームフロンク（〆2－】Omm）を含む。  

咄い。  

0  2m   

第10図 土  坑（4）  
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 B L＝364．90m B’  
B L＝368・40m  ＿夢二  

1号土坑   

】．黒褐色土 黄色軽石（≠2－3mm）をやや多く含む。しまり良い。  
2．黒褐色上 兼色軽石（メ2～3mm）を多く含む。しまり良い。  

25号土坑   

1．暗褐色」二 炎色軽石（〆2－3mm）及びロームブロック（≠2～5mm）を少嵐含む。  

Z．暗褐色土 葬色軽石（〆2～3mm）及びロームブロック（メ2－3mm）を含む。  

l＞  

〃
 
 

A
 
L
＝
い
宏
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h
岩
m
 
 

輔
甘
匝
 
 
 

」
、
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、
i
 
 

匝
 
 

B L＝365．20m  

4号土坑  
3号土：坑  

l一票褐色土 黄色軽石（メ2～3皿m）を含む。しまり良い。  

王・暗褐色土 筑色軽石（メ2－3mm）をやや多く含む。しまり良い。  

ユ・禦褐色土 黄色軽石（タ2－5mm）を多く含み、ローム粒子を含む。  
l．黒褐色二1二 黄色軽石（〆2－5mm）を含む。しまり良い。  

コ．暗褐色土 苅色軽石（タ2－5mm）をやや多く含む。しまり良い。  

l．暗褐色土 ロ【ム粒子をやや多く含む。（崩落二じ）  

l．暗褐色土 ローム粒子及び黄色軽石（〆2－3mm）を多く含む。（箇l落卜）  

i．褐色」二 股色軽石（メ2～5Ⅳ）をやや多く含む。しまり良い。  

h．褐色士 朗色軽石（メ2－5mm〉を多く含む。しまり良く、硬い。   

∈
○
の
．
諾
m
＝
J
 
亘
 
 

亘】  

L＝366．90m  

L＝366．30m  

5  
B L＝366．30m  B′  A  

打  

14号土坑  

19号土坑   

黒褐色土 黄色軽石（〆1－5mm）をやや多く含む。  
褐 色 土 炎色軽石（メ1－5mm）を多く含む。  
麒暗褐色ニヒ 黄色軽石を多く含み、ロム粒子をやや多く含む。しまり良く、硬い．  

策略褐色⊥ 3附こ対して色調がやや暗い。他は同臥  
黄褐色土 庚色軽石を少風合み、ローム粒子を多く含む。  

巾  

】．褐色土 償色軽石（〆l－2mト炭化材（≠1”2mm）を少見合み、ロム拉十をやや多く含む。  

しまり良い。  

2．暗褐色＿し二 炎色軽ホ（〆Z－3mm）・炭化材（〆2～5【nm）及びローム粒子を含む。  
3．褐色土 凱色軽石（メ2～3mトロームフロソク（少2－】OMm）及びロム拉了やや多く含み、  

I英化材（タZ－3mm）を少呈含む。  

l．筑褐色上 武色軽石（メ2－3mm）を含む。地ILl・ロト【ムのくずれ。  

コ．暗褐色士 風色軽石（≠2～5mmトローム7‘ロンク（〆2－10mm）及びロム粒子を含む。  

（．褐色土 荊色軽石（〆2－】Omm）を多く含み，ローム7‾ロソク（メZ－5mm）を含む。ローム拉千  

をやや多く含む。  

7．褐色土 鈍色軽石（タ2～3日m）を多く含み、ロム粒子をやや多く含む。  
2m   

第11図 土  坑（5）  
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B L＝367．60m B′  

叫  

B L＝369．20m  群   26号土坑  ヾ
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¶
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D
 
 

l．褐 色 土 責色軽石（〆2－3日m）を少量含む。しまり良く、硬い。  

t一褐 色 土 賀色軽石（メ2－3mm）及びロ【ム粒子を少嵐含む。しまり良く、硬い。  
3・暗黄褐色土 黄色軽石（≠2～3mm）を少量含む。しまり良く、硬い。  

・l．式褐色土 ロームブロックを多く含む。  
n．策略褐色土 炎色軽石（声2－3mm）を少量含み、ローム粒子をやや多く含む。しまり良  

硬い。  32号土坑  
0  2m   

坑（6）  第12図土  

土坑出土遺物 （第13図 図版5 表2）  

土坑から出土した遺物は21号土坑と29号土坑の覆土第2層中から土器片が1点・剥片石器が1点づつの計  

4点、10号土坑覆土中の剥片石器が1点、15号土坑の覆土第2層中の礫1点の計6点のみである。土器片は  

いずれも細片でしかも覆土上層出土のため、これらの土坑に伴うものか不明である。  

か  
29土－1  

21土－1  

0  柑亡m  

」  
モ⊆≡≡≡⊆≡≡≡ラ  21土－2  

√l  

仙
川
‖
‖
‖
‖
u
Ⅲ
 
 

15土－1  

⊂  亡＝：コ  

0  10mm   

第13図土坑出土遺物  
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表2 土坑出土遺物観察表  

番号  器  種   
器高・口径・底径（cm）   

器形・成形・整形等の特徴   
（D色調（参焼成①胎土  

出土位置  （D備考   

絡条体圧痕文が施文され、施文両端は徴隆起線  （∋橙褐色 ②良好（∋微量繊  

ロ  土 器 片  21号土坑2層  状になっている。   維・角閃石・石英・白色粒  

（む早期末葉～前期初頭か   

2  土 器 片  29号土坑2層   破片内は無文。   
（∋淡褐色②良好③繊維・  

租砂粒・長石   

長さ：6．7幅：4．1  
縦長剥片を素材とした石器。   

4  剥片石器  ：．5：4．5 厚さ：0．721土2層   
長さ：7．2幅：3．5  

縦長剥片を素材とした石器。   5  剥片石器   厚さ：0．529土2層  石材：頁岩   

6   

長さ：9．6 幅：7．9   自然礫と思われるが、平坦面を利用して磨石として  重さ：581g  

礫           厚さ：6．715土2層  利用した可能性もあるが使用痕跡は明瞭ではない。  石材：安山岩  

（2） 遺構外出士道物 （第14図 図版5 表3）   

遺構外から出土している縄文時代の遺物は土器片5点・石器5点の10点ですべて掲載した。   

土器はいずれも細片であるが、撚糸文・縄文が施文される土器片が出土しており、口唇部に縄文が施文さ  

れる1は井草式に比定されよう。他は不明であるが、時期的には早期撚糸文土器併行及びその前後であろう  

か。  

〟e．llI  
■■■■ ノー I   、、此† ニ  

・架丁■．・JT‘‾   
一山一一■▲－■V．：J  ♂   

l ■  

ち・L車  

－1・こ′  

i‾．二軋↓  

－ノノ  倣、   
冊 

第14図 遺構外出士道物  
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表3 遺構外出士道物観察表  

番号  器  種   
器高・口径・底径（cm）   

器形・成形・整形等の特徴   
（∋色調（か焼成（∋胎土  

出土位置  （む備考   

F－7グリッド   外反する口綾部破片で、口唇部は丸みを帯びる。   

不鮮明であるが縦方向に縄文が施文されている。   
角閃石・長石・白色粒（む早  

期初頭・井草式か  

2  土 器 片  表  採   
文様不鮮明であるか、縄文あるいは撚糸文が施  ①橙褐色 ①良好 ③角閃  

文されているようである。   石・長石・白色粒   

3  土 器 片  表  探   沈線区画内に撚糸文Rが施文される。   
（D茶褐色（∋良好③角閃  

石・長石・白色粒・赤色粒   

破片内は無文。   
（∋褐色（か良好（∋結晶片  

岩・長石・角閃石・白色粒   

単節LR縄文が施文される。   
（∋暗褐色（∋良好（∋繊維・  

5  土 器 片  F－8グリッド  角閃石・石英・赤色粒   

長さ：2．7幅：2．0  
剥離あるが石器かどうか不明。調整剥片か。   

重さ：4．8g  

6  剥  片   厚さ．：0．7  石材：赤色チャート   

長さ：3．2幅：3．3  
剥離あるが石器かどうか不明。調整剥片か。   

重さ：12．4g  

石材：赤色チャート   

幅＝4・0   重さ：14．1g  
剥離あるが石器かどうか不明。調整剥片か。   石材：チャート   

長さ：10．4 幅：5．6  全体に粗雑な調整剥離が見られるが、いわゆる  重さ：172g  

9  剥  片           厚さ：2．8 表探   完成した石器とは思われない。   石材：泥岩   

長さ：10．3 幅：8．8  表面に1、裏面に2の凹みが見られる。下端に  重さ：739g  

10  凹  石           厚さ：6．2 表採   は敵打痕がある。   石材：安山岩   

2．古代   

（1）住居跡   

2軒検出され、2号住居跡は表土排土の際東側のほとんどを損失してしまったが、覆土の軽石の量などか  

ら、1号住居跡と同一時期かやや古くなるものと思われる。  

1号住居跡 （第15図 図版6 表4）   

位置 北東側E－3グリッド 主軸方向 NL4O－W 確認面 第Ⅲ層 覆土 黒褐色土を基調としF  

Aと思われる軽石を含み、自然堆積を示す。 残存壁高 28cm 形状 東西にやや長い隅丸長方形を呈し、  

長軸3．90mX短軸3．02m。土坑状の掘り込みが3基検出され南東壁寄りの1基は張り床の下で検出され、覆  

土中に軽石を含まないことから時期差があるものと思われる。床面 Ⅴ層のローム漸移層をやや掘り込む。  

ほぼ平坦で、カマド付近に硬化面が所々認められる。 カマド 東壁やや南寄りに付設される。石組みと思  

われ、袖石は南側が残っている。支脚と思われる石も検出されている。低而は今体に良く焼けている。焚き  

口部と思われる焼土病もカマド全面で半円状に認められる。煙道は壁外に楕円形状に延び緩やかに立ち上が  

る。 出土遺物 土釜・羽釜・杯片の3点の他羽釜もしくは土釜の胴部片が4点出土。他に炭化材やや多く  

出土。 時期 平安時代の後半11世紀代か。  

－16－   



．J⊃  

A  3   L＝369．30m  

〔．   ⊆′  ＿  

L＝369．10m  L＝369．10m   

2m  

】号住居跡  
l．黒褐色」二 炎色軽石り2－3nm）及び白色軽石（〆2～3mりを少塵含む。しまり良い。  

2．照褐色土 鍋色軽石（メ2h3mm）・白色軽石（〆2－3mmトロム粒子・炭化朋・煉」二枚  

丁・を含む。  
8．黒褐色土 炎色軽石（≠2－3mm）及びローム粒子をやや多く含む。しまり良い。  

l．暗褐色土 ローム粒子をやや多く含む。し量り良い。  

G．褐色土 ローム7■ロソク（メ2－20日m）及びローム粒子を多く含む。しまり良い。  

¶．褐色土 ロームブロソク（メ2～10mn）を少量含み、ローム粒子を多く含む。しまり  

良い。  

l号住居j弥カマド  

1＿暗褐色⊥ 規土地子をやや多く含む。  

2．赤褐色土 枕十粒子を多く含む。  

＼」」二：工♂■1  

轡
皿
守
 
 
 

第15図1号住居跡・出土遺物  
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表4 1号住居跡出土遺物観察表  

番号  器  種   
器高・口径・底径（cm）   

器形・成形・整形等の特徴   
（∋色調（∋焼成（∋胎土  

出土位置  （む備考   

杯   
残存高1．3 一（6．8）   底部破片。体部、内湾気味に立ち上がる。底部  （か淡黄褐色（む良好（多角閃  

回転糸切り無調整。他はナデ整形。   石・石英・長石・赤色粒   

残存高8．0（23．9）一   口綾部外反する。口唇はほぼ平坦。外面胴部へ  ①淡褐色（D良好（∋角閃  

2  土  釜          破片  カマド内   ラ削り、口縁部ナデ。内面ナデ整形。   石・石英・白色粒   

残存高12．7（28．0）－  
口縁部内汚する。鍔は断面三角形で、先端はや  ①橙褐色 ②良好（∋角閃  

3  羽  釜  
破片  

や丸みを持つ。外面胴部タテヘラ削り、口縁部  石・長石・石英・白色粒・黄  

ナデ。内面ナデ整形。   褐色粒 径）黄褐色粒はYPか  

2号住居跡 （第16図 図版6）   

位置 西側D－7グリッド  主軸方向 不明 確認面 第Ⅲ層であるが表土排土中にほとんどを喪失。  

覆土 黒褐色土を基調とし、FAと思われる軽石をやや多く含み、自然堆積を示す。 残存壁高 24cm 形  

状 隅丸方形を呈するものと思われ、残存部の東西方向は3．2mである。ピットは2基検出されているが中  

央部の1基は掘り形（床面下）であろうか。 床面 検出部では南側へやや傾斜する カマド 火床部と思  

われる焼土のみ残存。 出土遺物 なし 時期 不明。   

（2）土坑 （第16図 図版6 表1）   

覆土中に榛名山ニッ岳の軽石（FAか）を含む土坑3基が検出されている。いずれも第3層上面での検出  

で遺物の検出はないが、2号住居跡とほぼ同一時期と考えられる。（規模等は土坑一覧表参照）  

／ （語  
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31号土坑  30号土坑  
30・31号土坑  
l．やや赤みを借びた黒褐色l二 褐色軽石（≠2～3mm）及び白色軽石（〆2～3mm）をやや多く含む。  

2．やや魂てみを帯び／こ難褐色土 鳩色軽石（少2ん3mm）及び「他軽石（≠2－3・・・∪りを含む。  

2号住居脚  

】．黒褐色土 FA（タ2～】Om。）をやや多く含む。 A  
2．黒褐色」二 FIAを含み、ロム純7・を少11一合む。‾  

L＝366．50m  

2㍗チトガL  

】．黒褐色1二 FA（メ2～10川）を多く含む。  

27号土坑  
2m  

第16図 2号住居跡・27・30・31号土坑  L  」   
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Ⅵ 自然科学分析  

1．地質とテフラ  

（1）はじめに   

′」、暮東新地遺跡の発掘調査では、良好な火山灰土の断面が認められた。そこで地質調査、テフラ検出分析、  

さらに屈折率測定を合わせて行って、すでに噴出年代が求められている示標テフラの層序を明らかにするこ  

とを試み、土層の堆積年代に関する資料を収集することになった。調査分析の対象となった地点は、深掘試  

掘トレンチおよび南西谷部の2地点である。  

（2）地質層序  

（D 深掘試掘トレンチ   

小暮東新地遺跡のいわゆるローム層の基本的な土層断面が認められた本地点の層序を、柱状図にして図17  

に示す。ここでは、灰色砂礫層（層厚78cm以上，礫の最大径366mm）の上位に、下位より灰色礫混じり暗褐  

色土（層厚24cm，礫の最大径21nnl）、黄白色風化軽石層（層厚3cm，軽石の最大径3mm）、暗褐色土（層厚2  

cm）、灰色石質岩片混じり橙灰色軽石層（層厚3cm，軽石の最大径3nvn，石質岩片の最大径2nvn）、暗褐色土  

（層厚9cm）、橙色軽石層（層厚13cm，軽石の最大径12mm，石質岩片の最大径6nul）、黄色軽石に富む褐色砂  

質土（層厚17cm）、褐色土（層厚10cm）、灰白色軽石混じり褐色土（層厚12cm，軽石の最大径3nvn）、黄橙色  

細粒軽石層（層厚7cm，軽石の最大径6nvn，石質岩片の最大径2mm）、褐色土（層厚9cm）、黄色軽石混じり  

黄色土（層厚30cm，軽石の最大径4m）、成層したテフラ層の連続が認められた（図17）。これらの土層のう  

ち、最上位の成層したテフラ層は、下部の黄色軽石層（層厚1cm，軽石の最大径5mm，石質岩片の最大径2  

m）と上部の灰褐色細粒火山灰層（層厚0．8cm）から構成されている。   

この断面で認められたテフラ層のうち、下位より3層のテフラ層は層相から約1．8－2．2万年前に浅間火山か  

ら噴出した浅間一板鼻褐色軽石群（As－BPGroup，新井，1962，早田，1994）に同定される可能性が大きい。  

またその上位の褐色土中に濃集する灰白色軽石は、層位や層相から浅間一萩生軽石（As－Hg．早田，1994）に  

由来すると考えられる。さらに上位の黄樺色細粒軽石層は、層相から約1．8万年前に浅間火山から噴出した  

浅間一白糸軽石（AsLSr．町EEIほか，1984）に同定される。そして、その上位の黄色土中に多く含まれる黄色  

軽石は、層位や層相から約1．7万年前に浅間火山から噴出した浅間一大窪沢第1軽石（As－OPl．町田・新井，  

1992，早田，1994）に由来すると考えられる。最上位の成層したテフラ層は、約1．3－1．4万年前に浅間火山か  

ら噴出した浅間一板鼻黄色軽石（As－YP，新井，1962，町田・新井，1992）に同定される。  

（D 南西谷部   

本地点では、ローム層の上位の黒ボク土の層相をよく観察することができた。ここでは、黄褐色砂層（層  

厚10cm以上）の上位に、下位より白色シルト層（層厚4cm）、灰色粘土層（層厚0．4cm）、黒灰色シルト（層  

厚0．2cm）、黄白色細粒火山灰層（層厚1cnl）、黒灰色粘質土（層厚5cm）、灰褐色砂質土（層厚5cm）、黒色  

粘質土（層厚19crn）、黒色土（層厚26cm）、黄白色租粒火山灰混じり黒褐色土（層厚27cm）、暗褐色土（層厚  

7cm）、黄褐色土のブロック混じり褐色土（層厚11cm）、暗褐色土（層厚4cm）、黒褐色土（層厚8cm）、黄色  

軽石に富む黒褐色土（層厚13cm，軽石の最大径11mm）、黒褐色盛土（層厚34cm）の連続が認められた。  
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これらの土層のうち、黒ボク土中位の黄褐色土のブロック混じりの褐色土は、赤城山南麓の「淡色黒ボク  

土」と呼ばれた土層（早田，1990）に相当するものである。また上位より2層目の黒褐色土中に多く含まれ  

る黄色軽石は、比較的よく発泡し、斑晶に斜方輝石や単斜輝石が認められる。この軽石は、その岩相から4  

世紀中葉に浅間火山から噴出した浅間C軽石（As－C．新井，1979）に由来すると考えられる。  

（3）テフラ検出分析  

（カ 分析試料と分析方法   

深掘試掘トレンチと南西谷部の土層断面から基本的に5cmごとに採取された試料のうち、5cmおきの試料  

合計14点を対象にテフラ検出分析を行い、肉眼で確認できない示標テフラの降灰層準を求めた。分析の手順  

は、次の通りである。  

1）試料10gを秤量。   

2）超音波洗浄装置により泥分を除去。   

3）80℃で恒温乾燥。   

4）実体顕微鏡下でテフラ粒子の特徴を観察  

（∋ 分析結果   

テフラ検出分析の結果を表5に示す。従来より関東地方北西部では、As－BPGroupの下位に約2．2－2．5万年  

前に姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰（AT，町田・新井，1976．1992）の降灰層準のあることが知  

られている。そこでAs－BPGroupの下位の2試料について分析を行った。その結果、採掘試掘トレンチ試料  

番号7に多くの透明の平板状（いわゆるバブル型）のAT起源の可能性をもつ火山ガラスが認められた。   

一方、南西谷部で認められた黒ボク土の中では、淡色黒ボク土の下位の試料番号9、7、6に褐色を呈す  

る特徴的なバブル型ガラスがごくわずかに認められた。産状から、おそらく試料番号9付近にその降灰層準  

があると考えられる。この火山ガラスは、その時微から約6，300年前に南ノL州の鬼界カルデラから噴出した  

鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，町田・新井，1978）に由来するものと考えられる。また試料番号7、6、5、  

3、1の5試料には、スポンジ状に発泡した灰色の細粒軽石（最大径2．Om）が少量ずつ認められた。この  

軽石の起捌こついては、現在のところよくわからない。以上のことから、淡色黒ボク土の形成は、K－Ah降  

灰後でAs－C降灰前に行われたものと考えられる。  

（4）屈折率測定  

（D 測定試料と測定方法   

テフラ検出分析の結果、ATの火山ガラスを多く含むと考えられた採掘試掘トレンチ試料番号7について、  

さらに多くの同定のための資料を得るために、位相差法（新井，1972）により屈折率の測定を行った。  

（か 測定結果   

試料番号7に含まれる火山ガラスの屈折率（n）は、1．499－1．501であった。この屈折率はATに含まれる  

火山ガラスの屈折率と一致する。火山ガラスの形態や色調などの特徴を合わせて考えると、ATに由来する  

ガラスと考えられる。したがって、ATの降灰層準は明確にできないものの、この地点の砂礫層の離水につ  

いてはAT降灰前後頃と考えられよう。  
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（5）小  結   

小暮東新地遺跡において地質調査、テフラ検出分析さらに屈折率測定を合わせて行った。その結果、下位  

より姶良Tn火山灰（AT，約2．2－2．5万年前）、3層の浅間一板鼻褐色軽石群（As－BPGroup，約1．8－2．2万年前）  

浅間一萩生軽石（As－Hg）、浅間一白糸軽石（As－Sr約1．8万年前）、浅間一大窪沢第1軽石（AsTOPl，約1．7万  

年前）、浅間一板鼻黄色軽石（As－YP，約1．3－1．4万年前）、鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6．300年前）浅間  

C軽石（As－C，4世紀中葉）などの示標テフラが検出された。これらの示標テフラとの層位関係から、本  

遺跡における火山灰土はAT降灰前後頃より開始されたこと、そしてK－Ah降灰後でAs－C降灰前に淡色黒ボ  

ク土が形成されたことが明らかになった。  
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表5 テフラ検出分析結果  

軽 石  火山ガラス  

量   色調   童  形態  色調  

採掘試掘トレンチ  5
 
 
7
 
 

＋＋  bw＞pm  透明  

＋＋＋  bw＞pm  透明  

一
 
一
 
 

一
 
一
 
 

南西谷部  灰
 
灰
 
灰
 
灰
 
灰
一
一
 
 

・
8
 
 

■
 
■
 
■
 
■
 
 

l
 
1
 

1
 
3
 
5
 
6
 
7
 
9
 
日
 
1
3
 
1
5
 
1
7
 
1
9
 
2
1
 
 

＋＋  pm＞bw  

＋＋  pm＞bw  

＋＋  pm＞bw  

＋＋  pm＞bw  

＋＋  pm＞bw  

＋＋  pm＞bw  

＋＋  pm＞bw  

＋＋  pm＞bw  

＋＋  pm＞bw  

＋＋  pm＞bw  

＋＋  pm＞bw  

＋＋  pm＞bw  

褐
 
褐
 
褐
 
明
 
明
 
明
 
．
．
，
明
 
明
 
明
 
明
 
明
 
明
 
 

透
 
透
 
透
 
明
 
明
 
明
 
透
 
通
 
透
 
透
 
透
 
透
 
 

透
 
透
 
透
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
一
 
一
 
一
 
一
 
 

＋＋＋＋：とくに多い，＋＋＋：多い，＋＋：中程度，＋：少ない，一：認められない．最大径の単位は，  

mm．bw：バブル型，pm：軽石型  

－21－   



Cm  

遺構確認面   

As－YP  

盛土  
As－OPl混在  

As－C浪集  

As－Sr   

As－Hg混在  

●2淡色黒ポク土  

●3 K－Ah  

lO  

As－BP Group  

⊂］軽石  
AT混在  

E］  石質岩片  
粗紐火山灰  

細粒火山灰  仁］  

3
 
 

0
 
 

2
 
 

2
 
 

匠ヨ 黒色土  

しコ  黒褐～黒灰色土  

口 碑褐色土  

褐一灰色土  

虹］暗色帯  

数字はテフラ分析の試料番号   

●は土壌理化学分析用試料の採取箇所  

巨≡い占土  

L」 泥炭   
2．南西谷部  1．採掘試掘トレンチ   

第17図 土層柱状図  
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2．植物珪酸体分析  

（1）はじめに   

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が蓄積したものであり、植物が枯れた  

後も微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体（プラント・オパ  

ール）分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の  

同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，1987）。ここでは、遺跡周辺の古植生・古  

環境の推定を主目的として分析を行った。  

（2）試 料   

試料は、南西谷部で採取された試料1～12の12点である。試料採取箇所を分析結果の柱状図（第18図）に示す。  

（3）分析法   

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法（藤原，1976）をもとに、次の手順で行った。   

1）試料の絶乾（105℃・24時間）   

2）試料約1gを秤量、ガラスビーズ添加（直径約40／ノm、約0．02g）   

※電子分析天秤により1万分の1gの精度で秤量   

3）電気炉灰化法による脱有機物処理   

4）超音波による分散（300w・42KHz・10分間）   

5）沈底法による微粒子（20／Jm以下）除去、乾燥   

6）封入剤（オイキット）中に分散、プレパラート作成   

7）検鏡・計数   

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。  

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。  

試料1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料1  

g中の植物珪酸体個数を求めた。また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算計数  

（機動細胞珪酸体1佃あたりの植物体乾重、単位：10‾5g）をかけて、単位面積で層厚1cmあたりの植物体  

生産量を算出した。換算計数は、イネは赤米、キビ族はヒエ、ヨシ属はヨシ、ウシクサ族はススキの値を用  

いた。その値は2．94（種実重は1．03）、8．40、6．31、1．24である。タケ亜科については数種の平均値を用いた。  

ネザサ節の値は0．4臥クマザサ属は0，75である。  

（4）分析結果   

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、  

その結果を表6および図1引こ示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。   

〔イネ科〕   

機動細胞由来：キビ族（ヒエ属など）、ヨシ属、ウシクサ族（ススキ属やチガヤ属など）、キビ族型、ウシ  

クサ族型、ウシクサ族型（大型）、くさび型、Aタイプ、ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、クマザサ  

属型（おもにクマザサ属）、メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、タケ亜科  
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（未分類等）   

その他：表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等   

〔樹木〕   

多角形板状（ブナ科コナラ属など）、その他   

分析の結果、最下位の黒灰色粘質土層（試料12）では、ウシクサ族型やクマザサ属型、棒状珪酸体が多量  

に検出され、ヨシ属やキビ族、ウシクサ族（ススキ属など）、キビ族型、ネザサ節型なども見られた。また  

コナラ属などの落葉樹に由来する植物珪酸体も検出された。黒色粘質土層（試料10、11）では、クマザサ属  

型が増加して密度は6万個／g以上にも達しているが、K－Ah混層下部（試料7）にかけてはしだいに減少し  

ている。K－Ah混層上部（試料6）ではネザサ節型が急激に増加しており、淡色黒ボク土層（試料4）にか  

けてはさらに増加して密度は8万個／g以上にも達している。   

おもな分類群の推定生産量（図の右側）によると、最下位の黒灰色粘質土層ではヨシ属が卓越しており、  

クマザサ属型も多くなっている。その上位の黒色粘質土層ではクマザサ属型が圧倒的に卓越しているが、K－  

Ah混層にかけてはしだいに減少している。K－Ah混層上部ではネザサ節型が増加し、淡色黒ボク土層では圧  

倒的に卓越している。  

（5）植物珪酸体分析からみた植生・環境   

以上の結果から、小暮東新地遺跡における堆積当時の植生と環境について推定すると次のようにである。  

最下位の黒灰色粘質土層（試料12）の堆積当時は、ヨシ属が生育するような湿地的な環境であったものと考  

えられるが、周辺ではクマザサ属が多く生育し、キビ族やススキ属、ネザサ節なども見られたものと推定さ  

れる。キビ族にはヒエヤアワ、キビなどの栽培種が含まれるが、現時点ではこれらの栽培種とイヌビュやエ  

ノコログサなどの野・雑草とを完全に識別するには至っていない（杉山ほか，1988）。また、密度も1，000個  

／g未満と低い値であることから、ここでヒエなどのキビ族植物が栽培されていた可能性は考えにくい。なお、  

当時の遺跡周辺にはコナラ属などの落葉樹もある程度生育していたものと推定される。   

黒色粘質土層（試料11）から黒色土層下部（試料9）にかけては、クマザサ属を主体としてススキ属など  

も見られるイネ科植生が継続されていたものと推定される。クマザサ属は比較的寒冷なところに生育してい  

ることから、当時は比較的寒冷な気候条件下で推移したものと推定される。クマザサ属は常緑性であり、大  

半の植物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカの重要な食物となっている。（高槻，1992）。なお、  

ススキ属は日当たりの悪い林床では生育が困難であることから、当時の遺跡周辺は森林で覆われたような状  

況ではなく比較的開かれた環境であったものと推定される。   

その後、鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6．300年前）混層にかけては、クマザサ属はしだいに減少し、同  

層上部ではネザサ節が急激に増加したものと考えられる。ネザサ節は淡色黒ボク土層にかけてさらに増加し  

たものと考えられ、ネザサ節を主体としてススキ属なども見られる草原植生が継続されたものと推定される。   

群馬県内およびその周辺では、一般にローム層と黒ボク土との境（およそ1万年前）に大きな植生変化が  

認められ、この時期を境にクマザサ属主体のイネ科植生からネザサ節・ススキ属を主体とする草原植生に移  

行していることが知られている（佐瀬ほか，1987，杉山ほか，1992）。今回の結果もこれと対応しているも  

のと考えられるが、変化の時期が遅れていることなどの点で異なっており、当時の植生環境の地域的な変遷  

を考える上で注目される。  
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表6 南西谷部の植物珪酸体分析結果  

検出密度（単位：×100個／g）  

分 類 群 ／ 試 料   口  2  3  4  5  6  7  8  9  10  田  12   
イネ科  

キビ族（ヒエ属など）  8  

ヨシ属   8  7   7  8  6  7  28   69   

ウシクサ族（ススキ属など）  58  65      45  77                   31  50    45  69  71  42  14  8   

キビ族型   7  15  8  21  7   8  6  21  21  23   

ウシクサ族型  506  

ウシクサ族型（大型）  15  8  8   

くさび型  8  

Aタイプ   28   

タケ亜科  

ネザサ節型   255  515  404  864  512  253  37  38  13  7  57  8   

クマザサ属型  44  

メダケ節型  7  

未分類等  197   

その他のイネ科  

表皮毛起源   36   36   7  30   23  45  21  35  84   

棒状珪酸体  951  

茎部起源  8  7  7  

未分類等   777   

樹木起源  

多角形板状（コナラ属など）  15  

その他  8   

植物珪酸体総数   2774  3477  3149  3522  3147  2848  2473  2394  2568  2876  2669  3090   

おもな分類群の推定生産量（単位：kg／m2・Cm）  

※試料の仮比重を1．0と仮定して算出。  

－25－   



t
U
・
l
＼
苫
∽
 
 

（
祐
替
重
畳
川
）
可
朝
潮
牌
ま
 
 

「
∃
 
 

へト鞍下丘副   

≠もゃ届制  

令ムヘ争鰭（畑山相打畑）  

m訂区  

＋山域（山卜川乱打ヽ）  

中Q垂  
柚醐（∩十、■ト嘩岩山）  

鮎
観
望
盟
 
 
 

畔
喋
草
牢
革
帯
嬰
軍
学
§
革
廻
型
健
一
嬰
L
推
 
 

王  

制  

下  

■＼  

ヘトト争区制  ≠  

・廿トト堤制  

くへヽ1ヽ  

〉仙b捌  

0ふヽ争増副（《副）  

トい再増彿  

＋山地捌  

小・ゝへ争増（ベベ＋性岩山）  

m・ヽ峰  

＋山増（山H嘩題丸）  

．・一    N 亡lつ －▼ l′＞  l▲⊃    ト    ⊂○  

●   ● ● ●  ●   ●   ●   ●  

刃
へ
羊
＿
亜
宅
 
 



3．花粉分析  

（1）試料   

試料は、南西谷部で採取された試料1～12の12点である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。  

（2）方法   

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村（1973）を参考にし、試料に以下の順で物理化学処理を施して行った。  

1）5％水酸化カリウム溶液を加え15分由湯煎する。   

2）水洗いした後、0．5mmの師で礫などの大きな粒子を取り除き、沈殿法を用いて砂粒の除去を行う。   

3）25％フツ化水素酸溶液を加えて30分放置する。   

4）水洗いした後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸9：1濃硫酸のエルドマン氏液  

を加え1分間湯煎）を施す。   

5）再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。   

6）沈達に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作成する。   

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、1500rpm・2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨てるという  

操作を3回線り返して行った。   

検鏡はプレパラート作成後直ちに、生物顕微鏡によって300～1000倍で行った。花粉の同定は、島倉（1973）  

および中村（1980）を基本とし、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、  

属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。  

なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別の分類群とした。  

（3）結果   

分析の結果、樹木花粉17、草本花粉11、シダ植物胞子2形態の計30分類群が同定された。花粉遺体一覧を  

表に示す。花粉総数が200をこえる試料は、花粉総数を基数とする百分率を算定して花粉組成図（第19図）  

に表した。なお、200未満であっても100以上の試料は傾向をみるために図示した。主要な分類群を写真図版  

7～11に示す。以下に同定された分類群を示す。   

〔樹木花粉〕   

ツガ属、マツ属複維管束亜属、ヤナギ属、ハンノキ属、ハシバミ属、クマシデ属－アサダ、クリーシイ属、  

コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属－ケヤキ、サンシヨウ属、モチノキ属、トチノキ、モ  

クセイ科、トネリコ属、ミズキ属、ニワトコ属－ガマズミ属   

〔草本花粉〕   

イネ科、カヤツリグサ科、カラマツソウ属、アブラナ科、セリ科、オオバコ属、シソ科、オミナエシ科、  

タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属   

〔シダ植物胞子〕   

単条溝胞子、三条溝胞子  

分析の結果、上位の層準で花粉が検出されたが、100以上検出されたのは試料1と試料4のみであった。試  

料4では樹木花粉の占める割合が草本花粉よりやや多く、樹木花粉ではトナノキ・ヤナギ属・コナラ属コナ  
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ラ亜属が優占する。草本花粉ではヨモギ属が優占しイネ科・キク亜科もやや多い。試料1では草本花粉の占  

める割合が極めて高く、イネ科とヨモギ属が卓越する。  

（4）花粉分析からみた植生・環境   

淡色黒ボク土層（試料4）の時期は、比較的森林の多い環境で、トチノキ・ヤナギ属・コナラ属コナラ亜  

属の森林が分布していたと考えられる。草本では乾燥地を好むヨモギ属が繁茂し、遺跡周辺はヤナギ属やト  

チノキの好む適湿な肥沃地と乾燥地が分布していたと推定される。As－C濃集層（試料1）の時期は、ヨモ  

ギ属とイネ科が繁茂し、遺跡周辺は乾燥地が広がっていたと推定される。   

参考文献  
中村純（1973）花粉分析，古今書院．  

金原正明（1993）花粉分析法による古環境復原，新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法，角川書店．  

日本第四紀学会編（1993）第四紀試料分析法．東京大学出版会．  

島倉巳三郎（1973）日本植物の花粉形態，大阪市立自然科学博物館収蔵日録第5集．  

中村純（1980）日本産花粉の表徴，大阪自然史博物館収蔵目録第13集．   

表7 花粉分析結果  

南西谷部  

学名   和名   

ATb即亡alP■州en  樹木花粉  
Tsu騨  ツガ属  

Phu5≡旧bgen，D研血ylon  マツ属復維管束亜属  

5a触  ヤナギ属  

Alnus  ハンノキ属  

C叩Ius  ハシバミ属  

C叩血u沌彗lr如  クマシデ属－アサダ  2  

C那ほneむCa舶∩叩由  クリーシイ属  

quercus§ub即n．叫曲血Ianus          コナラ属コナラ亜属   2   

Qu耶鵬餌b脚．塙心血摘mpsis  2  

3  U】m旭加IkロVa引打rata  こレ属－ケヤキ  

鮎ntho叩Iu皿  サンシヨウ属  4  

ll亡兄  モチノキ属  3  

AE㌍リl暗山rbinata  トナノキ  5  

0】鞘睨ae モクセイ科  3  

Fr耶血uF  トネリコ属  

C肝nUS  ミズキ属  2   

Sambu亡uS一VibllmUm   ニワトコ属－ガマズミ属  
¶‾【▼▼▼－【▼■‾  

H巾¶nrbor印1po”cn  師範訂  
Gramin開モ   イネ朴   53  18  17  29  8  

Crper且亡亡鹿  カヤツリグサ科  2  

Thnl†亡trUm  カラマツソウ族  2  

Cmc和田亡  アブラナ科  

U血由Ilil色相e  セリ朴  

Pla仙卿  オオバコ属  

bbi訳H亡  シソ科  

Valeri加l舐舘P  オミナエシ科  

bcIUⅢidpa亡  タンポポ亜科   2   5   

A飢モmi血a七   キク亜科   3  2   

山t亡mi如   ヨモギ属   7   

Fern spore シダ植物胞子  

Monolatetypeespore  単条溝胞子   12  28  6  3  

Trrlate tvpe espore 三条構胞子   7  4  4  3  2   

A伽血1印日印   樹木花粉   3  10   22  144  18  2    0  0  0  0  0   

No伯血ー蜘Lpollen   草本花粉   97  43  35  106  19  20  10  5  0  0  0  0   

To血1仙川   花粉総数   100  53  57  250  37  22    5  0  0  0  0   

t仙n馴川印l血   末同定花粉   2  3  2  36  6  0    0  0  0  0  0   

F即n司仲代   シダ植物胞「   19  32  10  14  0  5        0  0  2   
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4．土壌理化学分析  

（1）試料   

試料は、南西谷部で採取された試料1～4の4点である。試料採取箇所をテフラ分析図17の2に示す。  

（2）土壌の理化学性   

1）分析方法   

土色：マンセルの土色帳によった。   

pH（H20）：風乾細土10gにH20を25mlを加え、pHメータで測定した。   

全炭素・全窒素：柳本製のCNコーダーで測定した。   

粒径組成：風乾細土10gを6％H202で処理し腐植を分解した後、超音波処理を行った。この試料を  

pH（H20）が4～9の範囲で、1NのHClあるいは1NのNaOHで酸、アルカリ処理して粘土を分散させ粒径  

組成を決定した。結果は、租砂（2～0．2m）、細砂（0．2～0．02m）、シルト（0．02～0．002mm）、粘土（0．002nⅧ  

以下）で示した。  

リン酸吸収係数：バナドモリブデン酸法で分析した。   

2）分析結果   

⊥壊分析結果を表8に示す。供試試料の土色は、試料1が10YR2／1、試料2が10YR2／2、試料3と試料4  

が10YRl．7／1であり、試料3と試料4の黒味が強い。土壌pH（H20）は、試料1と試料2が5．1、試料3と試料  

4が5．7と前者でやや低い。全炭素含量は試料1が5．9％、試料2は3．5％であるのに対して、試料3と試料4  

は約9％と高い。粒径組成は、全ての試料で砂とシルトが多く、粘土は少ない。土性は、試料1がローム  

（L）、試料2が砂壌土（SL）、試料3が埴壌土（CL）、試料4はシルト質壌土（SiL）SiCである。粘土含量  

は3～1U％で母材の風化はあまり進んでいない。しかし、リン酸吸収係数は全て1700（mg／100g）以上と  

高い。  

（3）土壌の特徴  

リン酸吸収係数は全ての試料で1700（mg／100g）と高く、土壌pH（H20）も5～6と弱酸性であることか  

ら、これらの試料は普通にみられる黒ボク土の性質を有している。試料1と試料3～4の腐植含量（全炭素  

を1．74倍する）は各々10．3％、14．7％、15．5％となり10％以上となるので多腐植質黒ボク土層となり、試料2  

は6．0％となるので腐植質黒ボク土層となる。   

黒ボク土の土色は、腐植含量が10％程度で（7．5～10）YR2／2、12％以上では（7．5～10）YR（2／1～1．7／1）  

が目安になる（土壌調査ハンドブック，1984）ので、試料1が腐植含量に比べて特に黒みが薄いわけではな  

い。試料1～4の特徴の一つは、粘土含量が低いにもかかわらずリン酸吸収係数が高いことである。粘土含  

量が10％以下の黒ボク土の1）ン酸級数係数をAndoSioIsinJapan（1986）のデータから推定すると1300  

（mg／100g）以下となる。この点については今後の見当課題である。  

引用文献  

AndoSioJsinJapan（1986）和田光史編，九州大学出版会  

土壌調査ハンドブック（1984）ペドロジスト懇談会編，博友社  
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表8 土壌理化学分析結果  

粒 径 組 成  

試料番号  土 色   
pH（H20）   全炭素   全窒素   CN比  

租砂  
リン酸吸収係数  

（％）  （％）  （％）  

（％）   （％）   （％）   （％）   

（P205mg／100g）  

10YR2／1  5．06  5．94  0．29   25．5  25．7  42．4   6．5   2222   

2   10YR2／2  5．05  3．46  0．18   24．1  51．9  15．6   8．4   2189   

3  10YRl．7／1  5．71  8．46  0．40   21   18．5  29．3  32．0  10．2   2337   

4  10YRl．7／1  5．79  8．91  0．36   25   10．0  30．9  56．0   3．0   1740   

Ⅶ ま と め   

本遺跡では縄文時代の土坑26基、平安時代の住居跡2軒、住居跡と同時期と思われる土坑が3基検出され  

ている。ここではいわゆる陥し穴状土坑と呼ばれている15基の土坑について若干の考察を加える。  

15基のうち等高線にほほ平行して検出されているのは2・5・6・7・8・10・11・15・16・20・21・29  

号土坑の12基で全体の80％を占める。それに対して9・18・28号土坑の3基は等高線にほぼ直行している。  

規模でみると、底部にピットのない8号土坑のみが長軸1m以下で、他は土坑底面の長軸は125～242cm、短  

軸は55～95cmである。長軸と短軸に比率は左前後が2・7・9号土坑の3基で、％～亮の間が8・11・18・  

21・29号土坑の5基、亮前後が5・6・15・16・20・28号土坑の6基、％以上が10号土坑の1基で、ほとん  

どが杉～パの間に集まる。確認面からの深さは80～108cmである。底部のピットは2基が基本であるが、深  

さは14～60cmと一定ではない。   

配置状況は近接せず、東側の2・5・6・7・10・11・15・16・21・29号土坑は、等高線に平行にほぼ等  

間隔で並び、西側の9・18号土坑は等高線にほぼ直行して等間隔で並ぶ。覆土の状況からもこれらの土坑は  

ほぼ同一時期の構築と見られる。   

底部のピットからは15号土坑で逆茂木とも考えられる杭状の痕跡が検出されているが、5・16号土坑では  

断面観察部分では検出できなかった。ぬきとってしまったものであろうか。覆土は自然堆積のものが多いが  

2号土坑の様に人為的様相を見せる土坑もある。再利用であろうか。   

植物珪酸体分析からみた植生・環境ではローム層堆積後、鬼界アカホヤ火山灰（k－Ah，約6，300年前）前  

後にかけては、当地は森林で覆われた状況ではなく、シカの重要な食物であるクマザサ属が生い茂っていた  

とされる。この傾向は群馬県及びその周辺で一般的であるが、本遺跡ではややおそくまで続き（温暖化が遅  

れる）、注目する所である。   

21号土坑2層中から検出された遺物は絡条体圧痕文が施され、早期最終末前後の時期と考えられる。他に  

この遺跡から出土した遺物が、この土坑出土遺物と比べ同時期前後かやや古くなるものと思われ、時期的に  

はこれらの土坑は縄文時代早期から前期にかけての所産と考えて良いであろう。   

本遺跡検出の15基の土坑は陥し穴とは特定しなかった。今後これらの土坑は他の用途も含めて考えるべき  

であろう。  
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花粉・胞子の顕微鑓写真   
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